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ゼンゾー先生と安藤忠雄

福田っ子は、お家や学校の周囲や登下校時に気になった動植物を見つけると「これは何ですか？」と
現物を持ってゼンゾー先生（鈴木善三教諭）に尋ねます。子どもたちはゼンゾー先生が大好きです。本
校では、児童からの質問にゼンゾー先生が丁寧に答えるお昼の校内放送番組「感じよう、福田の自然」
が人気です。ゼンゾー先生は、「感じよう･･･福田の自然」をリニューアルし「福田の自然・・・これな～ん
だ？」を放送したいと考えています。ゼンゾー先生の説明です。

ゼンゾー先生は、福田っ子に「自ら調べ、考える子になってほしい」と願っています。ゼンゾー先生から
このお話をきいて、毎日新聞に載っていた安藤忠雄さんの記事を思い出しました。

安藤忠雄さん（１９４１－）は、世界的建築家です。「住吉の長屋」「光の教会」「淡路夢舞台」「フォート
ワース現代美術館」などの代表作があり、プリツカー賞、国際建築家連合ゴールドメダルなど数々の名
誉ある賞に輝いています。１９９７年に東京大学の教授となり、２０１０年に文化勲章を受章されています。

安藤さんは自ら設計した子ども向けの図書館を全国各地に寄贈しています。その一つである「こども本
の森 中之島」（大阪市北区）は、２０２０年に開館しました。安藤建築の代名詞であるコンクリートの壁面
や吹き抜けの空間、１階から３階までの壁一面の本棚などが特徴です。

安藤さんは、どうして子ども向けの図書館を寄贈しようとしたのでしょうか。すばらしい経歴を持つ安藤
さんですが、なんと独学で建築学を学んだというのです。「勉強の仕方、ライセンスの取り方、全部自分
で調べ、考えました。京都や奈良の歴史的な寺院を見に行って、これはどこから資材を運んできたのか、
誰が手掛けたのか、お金はどうやって集めたのか－。構法から歴史まであらゆることを自分で調べ考え
ました」血のにじむような努力で建築家となった安藤さんは、「建築というのはデザインして建物をつくれ
ばいいというものではない。つくる前に哲学がいるんだよ」というアドバイスを受け、難しい哲学書を読も
うとします。しかし、読書の習慣がなかった安藤さんは、行き詰まります。ある時、夏目漱石の「坊ちゃん」
を読んだ安藤さんは「しまった」と思いました。幼い頃に読書の楽しさを味わうことの大切さを痛感したの
でしょう。「私は子どもたちに、『しまった』を味わってほしくないんです」「今の子どもは本を読まないから、
とにかくまず読んでほしい。子どもたちに自由に読書を楽しんでもらうため･･･」という思いから、子ども向
けの図書館を寄贈しているのです。「考える」ためには「言葉の力」が要る、ということなのでしょう。また、
安藤さんは「今、みんな自分で考えないでしょう。自分の頭で考えるために、私はスマートフォンを使う時
間を半分にしようと提案しています。スマートフォンはすぐに答えがパパッと出てきますから、その結果、
『人間力』がなくなってしまいます。何かを『見た』で終わるのではなく『見て、考える』にしてほしい」とも
語っています。

ゼンゾー先生と安藤忠雄さんには、子どもたちに対する共通の思いがあると感じ、お二人のことを紹介
しました。

今までこの時間は「感じよう、福田の自然」として、皆さんの質問に答える時間にしていましたが、今年からは、先生から
皆さんに質問するという形に、やり方を変えたいと思います。
どのように変えるのか詳しく説明します。

①皆さんが持ってきた福田の自然のおもしろい生き物などを、理科室前の「福田の自然・・これな～んだ？」のコーナーに
展示しますので、ぜひ見てください。
②展示してあるものについて、皆さんが知っていることや調べたことを、そこに置いてある付せん紙に書いて貼ってください。
③皆さんが書いてくれたことを紹介しながら、展示したおもしろい生き物などについてお話をしたいと思います。
（以下省略）



７月８月の主な行事予定 ※変更が生じる場合があります

７月 ５日（火） 着衣泳「ういてまて」教室
１２日（火） ５時間授業
１３日（水） 読み聞かせ ５時間授業
１４日（木） ６年生国会見学 ５時間授業
１５日（金） 給食最終日 ４時間授業
１８日（祝） 海の日
１９日（火） ３時間授業
２０日（水） 終業式

授業参観

3年生 エコミュージアム見学

読み聞かせボランティア

4年生 認知症サポーター養成講座

スマイルデー
滑川総合高校との交流

水泳指導プール清掃

運動会

田植え体験

８月１１日（木） 山の日 閉庁日（１６日まで）
２０日（土） ＰＴＡ奉仕作業

青少年健全育成の会
あいさつ運動


